
　

去
る
11
月
23
日
、
第
159
回
親
和
会
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
を
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
し
て
２
回
目
の
開
催
で
あ
り
、

祝
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
130
名
の
会
員

の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
前
回
総
会
・
懇
親
会
の
後
に
急
逝
さ

れ
た
、
故
溝
部
前
事
務
局
長
へ
の
哀
悼
の
辞
か

ら
始
ま
り
、
尾
嶋
正
治
事
務
局
長
か
ら
、
会

長
・
副
会
長
を
含
む
理
事
の
交
代
と
、
会
計
報

告
の
理
事
会
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案

通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
加
治

久
継
会
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
が
、

親
和
会
の
会
員
で
も
あ
る
根
岸
英
一
先
生
の

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
受
賞
決
定
と
い
う
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
工
学
部
化
学
・
生
命
系
の

前
身
で
あ
る
応
用
化
学
科
を
ご
卒
業
後
、
企
業

派
遣
に
よ
る
海
外
留
学
か
ら
、
現
在
に
い
た
る

根
岸
先
生
の
ご
略
歴
を
企
業
人
の
立
場
か
ら
ご

紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
久
米
均
顧

問
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
始
ま
り
、
歓
談

の
半
ば
に
は
、
加
藤
隆
史
化
学
・
生
命
系
運
営

会
議
議
長
か
ら
、
根
岸
英
一
先
生
へ
の
祝
辞
と

と
も
に
、
学
術
上
の
功
績
の
概
要
が
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
運
営
幹
事
を
代
表
し
て
、

火
原
彰
秀
氏
か
ら
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
懐
か
し
い
、
教
養
学
部
の
駒
場
キ
ャ
ン

パ
ス
の
現
在
の
姿
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

も
、
盛
り
上
が
る
会
場
の
歓
談
の
声
に
時
折
、

か
き
消
さ
れ
そ
う
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
現

在
の
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
映
像
を
食
い
入
る
よ

う
に
見
つ
め
る
会
員
の
方
も
多
く
、
予
定
さ
れ

た
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ご
参
加
を
頂
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
運
営

幹
事
は
、
三
好
の
他
、
S
60
卒

の
清
水
史
彦
（
三
菱
化
学
）・

松
野
祐
治
（
三
菱
総
研
）、
H

７
卒
の
霞
浩
樹
（
三
井
化

学
）・
沼
野
利
佳
（
豊
橋
技
科

大
）・
火
原
彰
秀
（
東
京
大
）・

由
井
宏
治
（
東
京
理
科
大
）
が

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

第160回
親和会のお知らせ！

第160回
親和会のお知らせ！

ご予定おき下さい。

日時：平成23年10月１日（土）
　　　16：00～18：00
場所：東京大学　山上会館地階　御殿
企画：現在企画中
運営幹事：昭和61年卒・平成８年卒

第
1
5
9
回
親
和
会
報
告

第
1
5
9
回
親
和
会
報
告

第
1
5
9
回
親
和
会
報
告

第
1
5
9
回
親
和
会
運
営
幹
事
代
表　

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
准
教
授　

三
好　
　

明
（
昭
和
60
卒
）

《
平
成
22
年
度
会
計
報
告
》2,731,219繰

越
金

会報印刷費
通信費（会報送料＋郵便料）
親和会組織化費
事務局運営費
（経常経費＋事務局経費＋事務局員費）
　合　　　　計

476,875
805,980
52,000

1,503,413

2,838,268

支
出
の
部

平成21年度繰越金
年会費
寄付
利息
第157回親和会余剰金
　合　　　　計

3,228,435
1,905,160
17,640
1,217
417,035
5,569,487

収
入
の
部

第159回親和会では各議題が審議され，理事会案通り承認されました。
平成23年度理事
　伊藤　　東（新会長　昭和41年化工卒）　安井　　至（新副会長　昭和43年合成卒）
　西郷　和彦（44年東工大卒）　　　　　　杉山　健一（44年化工卒）
　徳本　恒徳（44年燃料卒）　　　　　　　上野　　徹（45年化工卒）
　佐々木　登（46年工化卒）　　　　　　　尾嶋　正治（47年工化卒）
　神谷　有二（47年化工卒）　　　　　　　佐々木俊夫（47年合成卒）
　岸尾　光二（49年工化卒）　　　　　　　岩崎　廣和（50年工化卒）
　野村　英樹（53年工化卒）　　　　　　　酒井　裕一（54年工化卒）
　石川　　晃（55年合成卒）　　　　　　　北森　武彦（55年基礎科卒）
　辺見　昌弘（56年工化卒）　　　　　　　岡田多佳子（57年反応卒）
　大久保達也（新事務局長　58年化工卒）　加藤　隆史（58年合成卒）
　藤本健一郎（59年工化卒）　　　　　　　松野　祐治（60年化工卒）
平成23年度監事
　平尾　雅彦（昭和56年化工卒）

親和会理事　尾嶋　正治（前事務局長）　　　　　　大久保達也（現事務局長）総 会 報 告

次回幹事次回幹事次回幹事 今回の幹事今回の幹事今回の幹事 会長挨拶会長挨拶会長挨拶

閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶 スナップスナップスナップ
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４
年
前
の
就
任
時

に
、
親
和
会
の
趣
旨

を
改
め
て
見
直
し
、

私
自
身
の
認
識
を
新

た
に
す
る
と
同
時
に
、

会
員
の
皆
様
に
も
親
和
会
の
た
め
に
会
員
と
し

て
何
が
出
来
る
か
を
問
い
か
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調
査
で
、
大
半

の
方
々
が
親
和
会
を
支
持
し
て
下
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
北
澤
副
会
長
、
理
事
の
方
々
、

溝
部
事
務
局
長
と
い
く
つ
か
の
改
革
案
を
提
案
、

実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
私
の
同
期
の

方
々
数
名
が
、
応
援
団
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
と
纏
め
、
H
P
の
作
成
、
講
演
会
の
実

施
、
会
報
編
集
な
ど
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
大
勢
の
方
々
の
ご
支
援
で
、
何

と
か
４
年
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
が
、
改
革
は
途
上
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

伊
藤
会
長
、
安
井
副
会
長
、
理
事
、
大
久
保
事

務
局
長
を
中
心
に
、
新
た
な
る
出
発
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

任
期
最
終
年
度
の
昨
年
は
、
溝
部
先
生
の
急

逝
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
と
、
根
岸
先
生
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
い
う
嬉
し
い
出
来
事
が
重

な
り
ま
し
た
。
事
務
局
長
は
尾
嶋
先
生
が
急

き
ょ
後
任
を
引
き
受
け
て
下
さ
り
、
支
障
な
く

総
会
開
催
な
ど
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
親
和
会
の
柔
軟
さ
を
改
め
て
認
識
し
、

大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
根
岸
先
生
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
は
、
国
民
に
物
づ
く
り
が
日
本
の

基
本
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
与
え
る
と
同
時
に
、

我
々
親
和
会
の
会
員
と
し
て
も
、
会
員
の
中
か

ら
の
受
賞
を
共
に
慶
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

親
和
会
が
、
世
代
間
交
流
を
通
じ
て
、
骨
太
く

応
化
系
の
流
れ
を
橋
渡
し
し
て
い
く
意
義
も
再

確
認
さ
れ
た
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
の
更

な
る
発
展
を
期
待
し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
和
会
会
長
退
任
の
挨
拶

加
治　

久
継
（
昭
和
39
年
卒
）

株
式
会
社 

活
力
快
福
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役

　

３
・
11
・
は
化
学

に
携
わ
る
私
た
ち
に

も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
ま
し
た
。
リ

ス
ク
に
対
す
る
考
え

方
も
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
科
学
技
術
は
リ
ス
ク
に
対
し
て
中
途
半
端
に

「
ま
あ
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
根
拠
の
無
い
楽
観
主
義
と
決
別
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
根
拠
薄
弱
な
楽
観
論
に
皆
が
引
き
づ
ら

れ
て
日
本
は
真
珠
湾
攻
撃
に
突
入
し
て
し
ま
っ

た
と
す
る
歴
史
認
識
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

原
子
力
神
話
も
同
様
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
ご
ろ

で
す
が
、
私
た
ち
も
過
去
の
し
が
ら
み
に
囚
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
を
き
ち
ん
と
反
省

し
つ
つ
新
た
な
価
値
基
準
を
復
興
計
画
の
中
に

大
胆
に
創
っ
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
理
事
、
副
会
長
と
し
て
お
付
き
合
い

さ
せ
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
和
会
の
皆
様

北
澤　

宏
一
（
昭
和
43
年
修
士
）

独
立
行
政
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構　

理
事
長

　

昨
年
の
３
月
中
旬

に
溝
部
事
務
局
長
が

急
逝
さ
れ
、
加
治
会

長
か
ら
事
務
局
長
代

行
へ
の
就
任
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
定
年
を
間
近
に
控
え
て
い
る
立

場
な
の
で
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
リ
リ
ー
フ
で
、
と
い
う

こ
と
で
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
３
月
下

旬
に
加
治
会
長
、
西
郷
元
事
務
局
長
、
事
務
局

近
藤
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
４
人
で
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
何
が
課
題
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
理

事
会
開
催
、
②
親
和
会
総
会
開
催
、
③
会
員
名

簿
発
行
、
④
親
和
会
報
年
間
２
号
発
行
、
の
４

つ
が
今
年
度
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
５
月
８
日
に
親
和
会
理
事
会
を
開
き
、

伊
藤
次
期
会
長
、
安
井
次
期
副
会
長
を
承
認
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
久
保
理
事
に
は
次

の
事
務
局
長
就
任
を
見
据
え
て
事
務
局
長
補
佐

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
は
私
、
大

久
保
補
佐
、
近
藤
さ
ん
の
３
人
で
全
て
を
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
来
ま
し
た
。

　

第
1
5
9
回
親
和
会
総
会
は
11
月
23
日
に
開

催
し
、
1
0
0
名
以
上
の
参
加
者
で
大
変
盛
り

上
が
っ
た
会
に
な
り
ま
し
た
。
12
年
前
の
親
和

会
総
会
に
は
私
の
同
期
30
名
が
集
ま
り
、
今
回

も
同
期
が
13
名
集
ま
っ
て
楽
し
い
「
ポ
ス
ト
還

暦
同
窓
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
24
日
に
は

新
旧
会
長
引
き
継
ぎ
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
短
い
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
が
大
変
充
実

し
た
１
年
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
大
久
保
事
務
局
長
が
さ
ら
に
親
和

会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
次
回
総
会
で
ま
た
お
目
に
か
か
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

事
務
局
長
退
任
に
あ
た
っ
て

尾
嶋　

正
治
（
昭
和
47
年
卒
）

応
用
化
学
専
攻
教
授

親和会の財政基盤は皆様の会
費によって賄われております。
是非ご協力をお願い致します。

年会費納入の年会費納入の
お願いお願い

年会費納入の
お願い

平成23年度分
2,000円



　

飯
塚
・
水
流
研
究
室
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に

設
置
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
か
ら
も
引
き
続
き
五
年

継
続
す
る
医
療
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学
寄
付
講
座
の

研
究
室
で
す
。
こ
の
寄
付
講
座
は
、
飯
塚
が
化
学

シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
教
授
の
と
き
に
設
置
さ
れ
、

六
〇
歳
で
正
規
教
授
を
退
任
し
た
あ
と
、
医
療
情

報
学
、
看
護
学
が
専
門
の
水
流
聡
子
と
も
ど
も
、

特
任
教
授
と
し
て
講
座
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

飯
塚
の
専
門
は
シ
ス
テ
ム
解
析
工
学
（
シ
ス
テ

ム
を
総
合
的
に
理
解
し
最
適
化
を
図
る
た
め
の
工

学
的
方
法
論
の
体
系
）
で
す
。
対
象
と
し
て
、
製

品
、
生
産
シ
ス
テ
ム
、
化
学
プ
ロ
セ
ス
、
医
療
プ

ロ
セ
ス
、
品
質
シ
ス
テ
ム
、
社
会
シ
ス
テ
ム
、
情

報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

本
寄
付
講
座
は
、
医
療
・
健
康
へ
の
工
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
適
用
の
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
は
社
会
が
全
体
と
し
て
保
有
す
べ
き
社
会
技

術
で
あ
る
と
認
識
し
、
医
療
の
安
全
・
安
心
・
質

保
証
の
た
め
に
、
構
造
化
知
識
工
学
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ァ
ク
タ
工
学
、
シ
ス
テ
ム
工
学
、
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
社
会
工
学
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
し
、

医
療
の
質
安
全
保
証
、
医
療
質
経
営
に
必
要
な
概

念
・
方
法
論
・
手
法
か
ら
な
る
「
医
療
社
会
シ
ス

テ
ム
工
学
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
学
問
領
域
の
確
立
を

め
ざ
し
、
精

力
的
な
研
究
、

教
育
、
社
会

技
術
化
活
動

を
進
め
て
い

ま
す
。

　

岸
尾
研
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
恩
師
で
あ
る

故
向
坊
・
笛
木
両
先
生
か
ら
薫
陶
頂
い
た
電
気
化
学
、

熱
力
学
、
物
質
化
学
で
す
が
、
と
く
に
固
体
内
あ
る

い
は
界
面
で
の
原
子
拡
散
や
反
応
、
イ
オ
ン
電
導
、

電
子
の
輸
送
特
性
を
調
べ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

1
9
8
6
年
、
5
号
館
4
F
に
て
遭
遇
し
た
複
合
酸

化
物
（
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
関
連
化
合
物
）
に
お
け
る

高
温
超
伝
導
は
、
安
定
な
導
電
性
金
属
で
な
く
む
し

ろ
化
学
的
に
や
や
不
安
定
な
化
合
物
に
お
い
て
発
現

す
る
不
思
議
な
現
象
と
わ
か
り
、
精
密
固
体
化
学
を

目
指
す
我
々
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
界
温
度
T
c
（
＝
90
〜
110
K
以
上
）
の
Y
系
や

B
i
系
銅
酸
化
物
、
さ
ら
に
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

わ
が
国
で
誕
生
し
た
二
ホ
ウ
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
鉄

ニ
ク
タ
イ
ド
系
超
伝
導
体
の
詳
細
：
局
所
構
造
や
わ

ず
か
な
理
想
組
成
の
ズ
レ
が
T
c
や
臨
界
電
流
密
度

J
c
に
大
き
く
及
ぼ
す
効
果
を
調
べ
な
が
ら
、
単
結

晶
、
バ
ル
ク
試
料
や
厚
膜
を
作
製
評
価
し
て
実
用
化

に
向
け
た
特
性
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
一
連
の

新
規
化
合
物
群
を
続
々
と
発
見
開
発
中
で
す
。
超
伝

導
発
現
機
構
の
解
明
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

例
え
ば
発
光
、
磁
気
特
性
や
透
明
導
電
性
、
熱
電
特

性
な
ど
室
温
で
の
機
能
性
材
料
と
し
た
応
用
も
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

実
験
室
は
、
全
学
の
低
温
セ
ン
タ
ー
や
電
子
顕
微

鏡
設
備
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
浅
野
地
区
（
工
学
部
9

号
館
）
に
位
置
し
ま
す
が
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
や
上

野
公
園
が
見
渡
せ
る
オ
ー
プ
ン

な
環
境
に
て
総
勢
20
名
強
の

メ
ン
バ
ー
が
伸
び
伸
び
と
過
ご

し
て
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
室

卒
業
生
は
化
学
関
連
メ
ー
カ
ー

へ
就
職
す
る
者
が
再
び
多
く
な

り
、
各
種
先
端
材
料
の
基
礎
開

発
で
大
活
躍
し
て
い
る
の
は
嬉

し
い
こ
と
で
す
。

シリーズ
第２弾

こ
れ
が　
　
　

で
す
！

売

り

売

り

化
学
・
生
命
系
研
究
室
紹
介　

第
１
回

応
用
化
学
専
攻
・
岸
尾
研
究
室

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
・
飯
塚
研
究
室

化
学
生
命
工
学
専
攻
・
小
宮
山
研
究
室

　

小
宮
山
研
究
室
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
、
本
郷
の

５
号
館
か
ら
、
駒
場
に
あ
る
先
端
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
ス

タ
ッ
フ
、
院
生
、
卒
論
学
生
を
含
め
て
約
30
名
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
研
究
室
の
メ
イ
ン
・
テ
ー

マ
は
『
天
然
材
料
に
依
存
し
た
現
状
バ
イ
オ
の
限

界
を
化
学
的
手
法
に
よ
り
打
破
す
る
こ
と
』
で
あ

り
、
最
近
開
発
し
た
〝
ス
ー
パ
ー
制
限
酵
素
〞
は

そ
の
代
表
例
で
す
。
合
成
高
分
子
（
核
酸
類
縁

体
）
と
金
属
錯
体
の
２
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
る

純
化
学
的
な
〝
人
工
酵
素
〞
で
あ
り
、
タ
ン
パ
ク

質
は
全
く
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。
天
然
の
制
限
酵
素

と
は
違
っ
て
、
必
要
な
も
の
を
用
途
に
応
じ
て
自

由
に
設
計
で
き
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
に
巨
大
な
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
自
在
に
切
断
で
き
ま

す
。
実
際
に
、
ヒ
ト
の
全
ゲ
ノ
ム
（
30
億
個
の
塩

基
対
で
構
成
）
を
、
望
み
の
１
か
所
で
選
択
的
に

切
断
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

天
然
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
こ
の
化
学
ツ
ー
ル
を
ヒ
ト
の
細
胞
中
で
働

か
せ
、
ガ
ン
治
療
を
は
じ
め
と
す
る
広
範
な
用
途

に
役
立
て
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
化
学
と
生
命
工
学
と
の
融
合
の
中

で
新
し
い
バ
イ
オ
技
術
を
切
り
開
き
、
ま
た
こ
れ

を
通
じ
て
新
し
い
化
学
を
創
成
す
る
の
が
私
た
ち

の
目
標
で
す
。
研
究
室
は

教
養
学
部
か
ら
歩
い
て
10

分
た
ら
ず
で
す
の
で
、
お

近
く
に
お
い
で
の
節
に
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
（
場
所
も
含
め
て
詳
細

は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
kom

i.rc
ast.u-tokyo.ac.jp/　

を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

親和会親和会親和会親和会親和会 ホームページホームページ更新更新！ホームページホームページ更新更新！ホームページ更新！

http://www.chem.t.u-tokyo.ac.jp/shinna
HPアドレス 是非、ご覧下さい。
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論
語
に
あ
る

「
故
き
を
温（
た

ず
）ね
て
新
し
き

を
知
れ
ば
以
て

師
と
な
す
べ

し
。」
が
本
コ
ラ

ム
の
タ
イ
ト
ル

で
あ
る
。
歴
史
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
社
会

の
動
き
を
予
測
す
る
際
に
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
科
学
技
術
の
分
野
で
は
科
学
史
・

技
術
史
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？

　

さ
て
、
私
の
名
前
は
祖
父
（
大
正
３
年
応
用

化
学
科
卒
業
）
が
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
「
古
き
」
と
「
新
し
き
」
の
両
方
が
あ
っ

て
ま
さ
に
温
故
知
新
で
あ
る
。
先
ず
、
古
い
話

か
ら
進
め
よ
う
。
私
の
学
生
の
頃
は
、
応
用
化

学
科
は
４
号
館
に
あ
っ
た
。
壁
の
厚
い
レ
ン
ガ

造
り
の
重
々
し
い
建
物
で
あ
り
、
今
も
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。
当
時
は
コ
ー
ス
が
工
業
化
学
、

化
学
工
学
、
火
薬
、
工
業
分
析
化
学
に
分
か
れ

て
い
た
が
、
現
在
と
同
様
に
ほ
ぼ
全
員
が
同
じ

講
義
科
目
を
受
講
し
た
。
工
業
化
学
は
第
一
か

ら
第
六
ま
で
あ
り
、
文
字
通
り
化
学
産
業
技
術

に
つ
い
て
の
講
義
で
あ
っ
た
。
私
の
学
ん
だ
化

学
工
学
コ
ー
ス
で
は
矢
木
栄
先
生
が
単
位
操
作

を
、
森
芳
郎
先
生
が
粉
体
工
学
と
レ
オ
ロ
ジ
ー

を
講
義
さ
れ
た
。
他
に
燃
料
工
学
、
品
質
管
理

や
工
業
分
析
化
学
の
講
義
が
あ
り
、
ま
た
物
理

化
学
演
習
も
あ
っ
て
、
懐
か
し
く
記
憶
し
て
い

る
。
多
く
は
当
時
の
化
学
技
術
の
話
題
が
紹
介

さ
れ
た
も
の
で
、
お
も
し
ろ
い
話
題
も
あ
り
参

考
に
は
な
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
基
礎

を
学
ぶ
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
昨
年

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
親
和
会
メ
ン

バ
ー
の
根
岸
英
一
先
生
も
、
何
か
の
記
事
で
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
な
お
、

留
学
か
ら
帰
ら
れ
た
松
崎
啓
先
生
が
、Fieser &

 
Fieser

のO
rganic 

Chem
istry

を
使
っ
て
講
読

さ
れ
た
が
、
有
機
化
学
に
興
味
が
湧
き
よ
い
勉

強
に
な
っ
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
鈴
木
章

先
生
が
化
学
に
進
む
き
っ
か
け
を
与
え
た
書
物

と
し
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
松
崎
先
生
の
講

義
で
は
全
部
を
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
自
分

で
そ
の
後
の
章
を
読
ん
で
勉
強
し
た
記
憶
が
あ

る
。
化
学
工
学
で
は
宮
内
照
勝
先
生
、
国
井
大

蔵
先
生
、
大
島
栄
次
先
生
も
同
じ
頃
に
留
学
先

か
ら
帰
国
さ
れ
、
私
は
宮
内
先
生
の
卒
論
指
導

を
受
け
た
。
卒
業
後
に
会
社
（
当
時
の
東
洋
高

圧
工
業
）
か
ら
派
遣
さ
れ
て
M
I
T
の
修
士
課

程
（
化
学
工
学
専
攻
）
に
留
学
し
た
が
、
そ
の

時
他
学
部
の
授
業
で
有
機
物
理
化
学
を
聴
講
し
、

全
く
歯
が
立
た
ず
基
礎
が
足
り
な
い
こ
と
を
痛

感
し
た
。
日
本
と
違
い
演
習
が
中
心
で
、
ま
た

講
義
の
最
後
に
は
先
生
の
講
義
に
対
し
て
「
役

に
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
か
」、「
分
か
り
易
か
っ

た
か
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
す
る
機
会

が
あ
り
、
最
初
は
驚
い
た
が
今
で
は
日
本
で
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
話
題
に
転
じ
よ
う
。
最
近
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
て
い
る
。

大
学
に
お
い
て
も
産
業
界
に
お
い
て
も
将
来
を

見
通
し
た
新
し
い
技
術
や
試
み
が
重
要
な
こ
と

は
申
す
ま
で
も
な
い
。
以
前
はC

hem
ical 

A
bstract

を
調
べ
る
こ
と
か
ら
研
究
を
始
め
た

の
で
あ
る
が
、
最
近
の
よ
う
に
情
報
が
氾
濫
し
、

し
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
シ
ス
テ
ム

が
便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
状
況
が

変
わ
っ
て
来
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
キ
ー
ワ
ー

ド
を
用
い
て
既
往
の
成
果
を
調
査
す
る
の
で
あ

る
が
、
適
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
な
い
と
目

的
の
文
献
に
行
き
当
た
ら
な
い
。
今
で
も
論
文

誌
に
投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
査
読
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
文

献
の
探
索
が
不
十
分
な
も
の
に
出
会
う
こ
と
が

多
い
。
つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
な
研
究
が
既
に
数

十
年
前
に
行
わ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
そ
の
引
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
誰
が
最
初

に
そ
の
研
究
を
し
て
、
結
果
を
出
し
た
か
と
い

う
こ
と
が
研
究
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
評
価
で

は
重
要
で
あ
る
。
時
に
は
、
以
前
に
公
表
さ
れ

た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
内
容
のreview

を
査
読

す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
温
故
知
新
が
必

要
な
例
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
古
い
技
術
開

発
で
は
あ
る
が
、
ル
ブ
ラ
ン
法
や
ハ
ー
バ
ー
・

ボ
ッ
シ
ュ
法
の
工
業
化
の
話
は
興
味
深
く
勉
強

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
先
達
の
経
験
を
今
に
生

か
す
の
も
温
故
知
新
で
あ
る
。

ー
古
き
を
知
る
効
用
ー

古
崎
新
太
郎
（
平
成
10
年
退
官
）

　

４
月
よ
り
親
和
会
の
事
務
局
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
大
久
保
達
也
で
す
。
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
そ
の
影
響
で
本
号
の

発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
工
学
部
５
号
館
で
学
部
・
大
学
院
時
代

を
過
ご
し
た
後
、
九
大
で
助
手
と
し
て
採
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
大
総
合
試
験
所
（
当

時
）
に
助
手
と
し
て
移
動
し
、
米
国
滞
在
を
経

て
、
５
号
館
に
戻
り
ま
し
た
。
以
後
、
講
師
、
助

教
授
職
を
経
て
、
現
在
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

で
教
授
を
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
学
生
時
代
に

は
、
親
和
会
学
生
委
員
長
を
つ
と
め
ま
し
た
。
ま

た
、
九
大
に
赴
任
し
た
当
時
は
、
数
多
く
の
親
和

会
の
先
輩
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々

な
面
で
関
わ
り
の
あ
っ
た
親
和
会
の
た
め
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

西
郷
、
故
溝
部
、
尾
嶋
事
務
局
長
と
と
も
に
、

事
務
局
員
と
し
て
親
和
会
の
運
営
に
多
大
な
る

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
近
藤
檀
様
が
、
４
月
の

理
事
会
を
も
っ
て
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
長
年
に
わ
た
る
貢
献
に
対
し
、
こ
の
場
を
借

り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
事
務

局
運
営
に
つ
い
て
は
、
是
非
卒
業
生
の
方
々
に
も

積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
後
任
の

事
務
局
員
に
昭
和
41
年
化
学
工
学
科
卒
業
の
侘

美
次
彦
様
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
侘
美
様
に
は
、
事
務
局
員
の
み
な
ら
ず
、
親

和
会
の
規
約
に
あ
る
幹
事
に
も
就
任
い
た
だ
く

こ
と
を
４
月
の
理
事
会
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

伊
藤
会
長
、
安
井
副
会
長
の
も
と
で
の
新
し
い

船
出
で
す
。
不
慣
れ
な
た
め
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
多
々
出
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
親
和

会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


